
異種協働の媒介者としての役割に対する期待

（出所）近畿経済産業局HP（http://www.kansai.meti.go.jp/2kokusai/SDGS/kansaisdgs.html）参照。



PwCのインパクト・マネジメント

PwCは、社会・環境・経済・租税の観点から、企業活動
がもたらす様々なインパクトを貨幣的に測定してマネジメ
ントする手法を考案している。

すなわち、その企業が社会（暮らし・健康・教育・権利
向上・地域連携）、租税（環境税・資産税・生産関連税・
雇用関連税・法人所得税）、経済（無形資産・輸出・投
資・利益・給与）に与える主にプラスのインパクトと、環
境（温室効果ガス・水質汚染・廃棄物・土地利用・水利
用）に及ぼす主にマイナスのインパクトを図式化すること
により、より社会的に望ましいビジネス戦略を導くもので
ある。



PwCのインパクト・マネジメントの図式化

（出所）PwC HP（https://www.pwc.com/gx/en/services/sustainability/publications/total-impact-
measurement-management/total.html）参照。



問題提起

大阪でコレクティブ・インパクトを促進するには

１、共通のアジェンダを作成するにはどうしたらよいか。
２、評価をどうするか。そもそも受け入れられるのか。
３、実はコミュニケーションがあまり取れていない？
４、強力な中間支援組織が必要。

大阪ＮＰＯセンターはそれになり得るか？
５、そもそもコレクティブ・インパクトは大阪に必要か？



ご清聴ありがとうございました。


